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  公益財団法人・民際センター（秋尾晃正理事長／東京都）が

運営する国際教育里親システムである「ダルニ―奨学金」。タ

イでは財団法人・地域開発教育基金（EDF）に事務局が置かれ

ている。同奨学金は、貧困により中学進学が危ぶまれる生徒に

年間 2000 バーツの寄付で１年間勉学の機会を与えるというも

の。1 年間のみの支援も可能であるが、一人の生徒を入学から

卒業までの 3 年間継続して支援することもできる。「里親」に

は支援している生徒の情報（写真も）、生徒には「里親」の名

前が送られるため、1対 1の顔の見える教育支援となっている。

　これまでに 40 万人を超える子どもたちの中学就学を実現さ

せてきたが、タイ向けの奨学金および寄付者の数は年々減少傾

向にある。1988 年から 2018 年までの期間、最も寄付者が多かっ

たのは 2001 年で 8596 人。その後、前年割れが続き、18 年は

2879 人にまで落ち込んでいる。

　この背景にあるのがタイはすでに裕福であるとのイメージ

だ。ただ、経済発展により貧富の差は拡大。都市と地方の地域

格差も広がる一方だ。しかし、政府の目は高等教育の充実に向

いており、貧困により教育の機会を失いつつある子どもたちま

では十分に手が回っていない状況だ。

　タイ政府は、幼稚園から高等学校まで 15 年間の教育無償化

を進めているが、実情は学校により異なる。支給されるのは制

服代のみで、体操服、ボーイスカウト・ガールスカウトのユニ

フォーム、靴などは保護者負担となるケースが少なくない。奨
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学金を受けている生徒ですらそのすべてをまかなうことはでき

ないという。タイの小学校就学率はほぼ 100％、そしてほぼ全

員が卒業している。ただその後、中学を卒業できるかどうかで

人生の選択肢は大きく変わってくる。しかし、EDF に申請して

くる奨学金希望者全員の希望を叶えることはできず、少なく見

積もっても年間 1500 人分の奨学金が不足しているとのことだ。

 企業 CSR をコーディネート

  少子高齢化、地方の過疎化が進むタイでは、小規模学校の閉

校が増えている。その場合、都市部の学校に転校しなければな

らず保護者の負担増となる。自転車があれば通学時間を短縮で

きるが、貧困家庭にとり整備された自転車はぜいたく品だ。そ

こで、ブリヂストンタイランド社は 2006 年から 13 年にかけて

CSR 活動として、タイ東北地方 20 県の対象校に対し奨学金と

自転車を寄贈した。

  また、タイでは小学校 1 年から 6 年まで一人一食あたり 20

バーツの補助が提供されるが、食べ盛りの子どもにとり決して

十分な額ではない。しかも中学校に入ると補助がなくなる。こ

のため、外部からの支援がない学校では、養鶏、魚の養殖、野菜・

果物栽培などで対処するしかない。マテルインターナションナ

ル社はこの昼食用食材を CSR として支援した。

  現在、約 50 社の在タイ日系企業がダルニ―奨学金に寄付し

ているが、CSR は減っているとのこと。EDF では企業が CSR と

して小中学校などへの寄付を希望する場合にはそのためのコー

ディネートを行う。

  なお、オフィスや店頭での募金箱もしくはパンフレット設置、

企業主催のゴルフコンペでの寄付募集などもこれまでに複数の

日系企業が協力している。（倉林義仁記者）

■奨学金・企業 CSR についての問い合わせは下記まで。
（662）579－9209、（662）942-8538（日本語ライン）、 
anuchat@edfthai.org　【担当：アヌチャート ( 日本語可 ) 】
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  流通小売部会・生活産業部会    タイ経済に関する講演会を開催

  流通小売部会（若山昇部

会長：イオンタイランド㈱）

と生活産業部会（鹿野剛志

部会長：王子製紙（タイラ

ンド）㈱）は 9 月 25 日に

合同でみずほ銀行グローバ

ルマーケッツ業務部の橋本

紳一郎氏を講師に招き、「タイ経済とバーツ相場の見通し」を

テーマに講演会を開催。タイのマーケット動向、マクロ経済、

経済関係トピックス、金融政策など、最新のタイ経済動向を様々

な角度から解説を受けた。

  バンコク日本人商工会議所三役    タイ政府要人を表敬訪問

  仲野真司会頭（タイ住友商事会社）をはじめとする JCC 三役

は 9 月 23 ～ 27 日、アヌティン副首相兼保健相、サックサイア

ム運輸相、ウィサヌ副首相を相次いで表敬訪問し、新三役の紹

介を行うとともに、竹谷厚経済調査会長（ジェトロ・バンコク

事務所）から、2019 年上期タイ国日系企業景気動向調査の結

果を説明した。また、先日ソムキット副首相に提出した JCC か

らタイ新政府に対する要望書の内容について説明を行った。

盤谷日本人商工会議所ニュース

https://www.topics.tho.tokyo-trade-center.or.jp/jp/contact/
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